



















































































較検討する︒それによって︑アイヌ文化と︑ロシア極東・シベリアの諸文化や︑アラスカ・北米北西海岸の諸文化との類似性︑共通性︑ときには重要な相違点が︑つぶさに明らかにされる︒また イヌ文化には︑こうした北方狩猟民文化の要素だけでなく︑内陸アジ 的な遊牧民文化 要素が認められることや︑南の日本 の関連を軽視できないことも指摘され　
そして︑北方ユーラシア︑内陸アジアの遊牧民文化は︑アイヌ文































とのつながりにまで視線 広がる︒すでに唐代に︑ 極圏からセイウチの牙製品を入手する超遠距離交易のネットワークが実在したとする指摘はとりわけ興味深い︒このように菊池は︑日本列島の北方に広が 広大な地域の文化交流について 遺跡や遺物と︑文献史料の記述とを仔細に検討したうえで︑ ﹁環オホーツク 域﹂ いう地域圏・歴史空間の存在を提起するの あ
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学・考古学双方の視点と成果とを積極的にすり合わせる研究手法は︑北海道や東北地方の考古学 にも刺激を与え︑その後の北方史研究の枠組みに大きな影響を及ぼした︒ りわけ本書所収 ﹁古代蝦夷の世界と交流﹂
（初出一九九六）
は︑いまも示唆と含蓄に富む雄編























このような波は︑旧石器時代や縄文時代において複数回存在したことが指摘されているし︑そ 後も︑例えば七～八世紀前後には オホーツク文化の存在によって 大陸と北海道との関係が強まった︒また︑十三世紀末～十四世紀初頭におけるモンゴル帝国
（元）
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者に受け継がれているものの︑批判も多い︒この問題に関しては︑大林の指摘するように︑北方ユーラシア︑内陸アジアに アイヌものと類似する叙事詩が分布 てい ことも軽視できない︒
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ヌ口承文芸が採録され 筆記化・日本 訳されているが︑そのような取り組みの最初のものの一つといえ ﹃アイヌ神謡集﹄はシンボル性だけでなく︑内容的 も奥行き 広さと深さを備えており︑アイヌの伝統的な世界観・精神文化への導きの糸口とし ︑いまだ必携の一冊といえる︒このことについては後段でも言及するがここではひとまず︑知里幸恵 手になる日本語の序文について触れておきたい︒









































ステム﹂論に 狩猟採集民の生態の普遍的モデル構築という真の目的があったことが指摘されており︑そ 本質は非歴史的・静態的な作業仮説であった いえる︒これに対して瀬川は︑ ﹁アイヌ エコシステム﹂論を歴史的・動態的に再編成して︑こ 概念に新たな息を吹き込んだ︒　
瀬川によれば︑北海道の旭川・上川地方では︑十世紀
（擦文中期）











































すことで︑ ﹁平和で変化しない︑自然と共生する人々﹂というステレオタイプを打ち破るのに大き 功績があった︒しかし︑その点を特筆するだけでは 瀬川の問題提起の一部しかみていないといえよう︒　
古代・中世以後︑日本の支配層による北方産物への飽くなき欲望


















社会など﹁外部﹂との対外交易への参入が不可避・決定的になったことに注目される︒ のことを契機に 北海道・ 方世界の人々﹁商品﹂の論理との直面を強いられるようになる︒これ以降︑およそ千年以上もの期間︑アイヌは﹁商品経済﹂ 直面し 深く関与しつつも︑人間と環境・自然
（その本体は仮装したカムイ＝神々の活動）
との﹁対称性﹂ ﹁循環性﹂を根本原理とする世界の岸辺に踏みとどまろうとし続けた︒そ では︑交易品生産 ︑深い畏敬や感謝︑丁重な儀礼 常に密接不可分な行為であった
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語り口を通して︑厳しい生活︑多くの困難︑そうしたなかにも散りばめられた幸せなエピソードの数々が記される︒夫による家庭内の暴力も率直に語られる︒これをそ 家庭・そ 個人の問題に矮小化することができないことは︑一読すれば容易に察せられる︒それは︑日常の隅々にま 浸透する近代日本に追 詰められた︑先住民族よる苦悩 発露 いうほかない︒　
さらに本書では︑クラが子どもの頃から慣れ親しみ︑成長してか
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